
さかながシー7●磐より1。｛唖、l

まく　り　毛の

縞の8誕生再諦練り、言訳を＃宿し
しよう　とすま

あ，†二人のことも思い、白か（ニ出来る一二と

隅田

上組球
団間田
ます。

す。 

一語麗・国 
I童，て　雌樽約手 

串と、仲た壁かけ〔こ、 
細　男－ヤ凡レ、富の概高I 
牢，て　さし・把持氏子、の即醸・ 

出l惇して飾りたいと忠ブて 

豊繚球目 
謹書許て噂 

iZR

≪ワリスで穴の飾りを砕うう　≫

蛙繊細
牛久作り手して
別てい打。t中

堅やハート・対し和
銅広げ出来＿上が

弛れ☆栂蘭一面組とさく連日摘同線 【専守で乃ソLrこも碕串ジ柑璃真の托し－さし阜 て飾り畠中石化乱でしたものをつ曲がり一入 

o

圏図
－0

く

i
r
）
・
う
惇
く
け
・
津
別

矩
争
　
o
清
の
い
ず
、
や

、
の
け
青
∵
ひ
て
ぴ
い
ぴ

い
r
L
蒔
瞳
、
し
そ
：
り
そ

8
一
生
・
脅
．
停
∵
物
事
u
 
a

も
母
音
が
に
じ
勘
で
持

て
外
出
重
曹
・
寓
，
、
じ
楽

し
五
言
い
も
で
す
写
蒋
∴

曲
が
と
J
L
が
∴
し
壬
÷
十
手

忠
∵
ヾ
こ
至
‥
も
ふ
T
 
o
も
縞

ん
　
e
か
、
叩
‥
の
し
号
′
「
そ

や

す

し

そ

で

T

琶

度

し

1

′

さ

ら

ず
∴
ソ
亀
、
リ
∴
匹
中
り

し
り
葎
L
 
h
j
、
く
じ

小
ノ
．
記
‥
々
∴
、
は

〇
才
′
亀
詳
揮
、
♭
－
L

T
ま
久
二
㌦
が
せ

ま
き
マ
か
・
古
∵
8

日

ソ

ロ

ス

本

丸

　

く

あ
で
、
〓
l
　
－
五
二
モ

′
〇
〇
・
I
I

が

れ

7

も

を

　

e

持

ち

、

ク

Y

二

千
i
V
－
∴
－
ブ

ん十
㌧

て

遭

ら

し

ュ

T

、）許な

五
∵
幕
∴
ソ

つ
　
の
・
｛
u
I

圃
関
田

（、ス∴柏

手
）
エ
∴
し

綿
今
い
と
側
「
ピ

一
、
足
二
百
㌧
揖
－
い

河
飾
り
ソ
二
年
÷
と
り
こ
7
年
の
言
草
乱

o
大
胡
L
甲
一
己
い
ん
軒
だ
櫨
｝
ス
上
官
と

葦
自
久
虫
に
考

つ
ね
　
で
三
豊
蕊
も

一
生
、
克
　
′
1

点
し
a
r
，

．

‘

　

●

　

c

寵

謹
趣

主
「
主

寓
T
ロ
ド

格言ubR

く
ま
薬
が
　
e
峠
喜
連
。
す
く
博
せ
口
采
で
す
二
王
と
′
、
才
、
し
い

た
言
∵
と
ま
く
じ
、
東
が
す
き
入
金
拝
、
が
　
プ
リ
諦
－
）
免
7
人
・
い
ー
七

に

て

斉

‥

宿

し

て

妙

高

窄

ま

い

り

国

中

も

人

足

呼

の

く

ら

∴

り

て

り

国

つ

の

∴

二

三

東

証

て

い

て

ア

ヤ

ト

＼

サ

ケ

、

〔

・

官

い

7

9

‥

九

∵

抗

日

思

電

卓

口

舌

と

，

忍

　

ブ

亀

住

シ

ト

ス

い

ん

ヰ

て

リ

0

8

で

の

く

彊

て

て

塞

こ

よ

と

粗

い

部

パ

ン

V

t

や

・

し

セ

∴

T

L

廿

日

ら

し

果

し

丸

さ

：

a

に

に

γ

：

＼

静

ビ

バ

7

き

ち

五

∴

ご

、

蚤

二

宮

∵

己

ば
鴨
を
腺
伺
い
†
馳
え
い
し
、
ア
ド
禽
：
∴
厚
に
過
い
い
に
∴
沈

子
と
奏
鮭
に
て
詑
言
T
G
ト
∵
に
で
、
1
巨
て
も
れ
に
達
て
圭
、
曹

範

二

台

で

も

丸

心

髄

の

年

中

帥

亡

顔

に

－

，

し

ト

を

叶

は

，

す

こ

じ

士
∵
！
完
再
＝
′
・
l
い
入
団
で
常
高
官
シ
生
し
モ
軍
神
律

も

丸

y

O

渚

に

、

岬

良

で

が

雷

ま

血

に

清

書

鼻

薬

早

と

や

と

弓

ら

咋

棋

譜

古

き

・

t

ん

垂

の

曾

1

年

生

ゾ

が

七

時

と

ち

い

叶

も

涛

そ

宿

の

モ

古

こ

し

和

久

九

五

千

7

－

椋

潜

、

一

J

持

し

、
ぐ
兼
高
も
電
舌
ば
邑
楽
、
て
挫
き
豊
嶋
バ
入
札
時
を
ヒ
耐
久

は

ん

、

宙

も

彊

八

・

い

て

｝

庄

子

ス

∵

盲

い

り

毛

の

：

二

∵

ん

じ

ぅ

ぅ

申

し

匡

阜

小

棒

の

う

で

が

縛

り

久

て

Y

氏

て

、

4

マ

e

拇

柱

が

提
案
連
弾
そ
も
し
く
ん
o
て
高
は
ヮ
′
く
し
一
で
、
J
机
、
ス
‥
り
二
宮
二
宮
〉
亀

で
毛
避
南
も
′
）
さ
ー
‥
の
∴
「
‥
人
に
ロ
イ
∵
じ
中
り
ゆ
・
ヒ
二
王
一
マ


